
議案第５号 

 

   北名古屋市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について  

 

 北名古屋市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定めるものとする。 

 

  平成３０年２月２３日提出 

 

              北名古屋市長 長 瀬  保       

 

 

   提案理由 

 

 この案を提出するのは、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定め

る政令の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、非常勤消防団員等

の公務上の災害等に対する損害補償の補償基礎額に係る加算額を改定する

ため、本条例の一部を改める必要があるからである。  



   北名古屋市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

 

 北名古屋市消防団員等公務災害補償条例（平成１８年北名古屋市条例第

１４２号）の一部を次のように改正する。 

 第２条中「同法第３６条」を「これらの規定を同法第３６条第８項」に、

「及び第３６条」を「及び第３６条第８項」に、「第１７条」を「第２４

条」に改める。 

第５条第３項各号列記以外の部分中「、第１号」の次に「又は第３号か

ら第６号までのいずれか」を加え、「３３３円を」を「１人につき２１７

円を」に改め、「２６７円（非常勤消防団員等に第１号に該当する者がな

い場合には、そのうち１人については」及び「）を、第３号から第６号ま

でのいずれかに該当する扶養親族については１人につき２１７円（非常勤

消防団員等に第１号に該当する者及び第２号に該当する扶養親族がない場

合には、そのうち１人については３００円）」を削る。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の北名古屋市消防団員等公務災害補償条例第５

条第３項の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以

後に支給すべき事由の生じた北名古屋市消防団員等公務災害補償条例第

５条第１項に規定する損害補償（以下「損害補償」という。）並びに施

行日前に支給すべき事由の生じた施行日以後の期間に係る同条例第４条

第３号に規定する傷病補償年金、同条第４号アに規定する障害補償年金

及び同条第６号アに規定する遺族補償年金（以下「傷病補償年金等」と

いう。）について適用し、施行日前に支給すべき事由の生じた損害補償

（傷病補償年金等を除く。）及び施行日前に支給すべき事由の生じた施

行日前の期間に係る傷病補償年金等については、なお従前の例による。 


